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症例は76歳男性.約 8韓前に腹部大動脈一両側腹骨動

脈Y L'/-1ー/卜施行､写)とている.今I.】7̂-ttl71-.卜血をllT:.し来院

した.櫓登の績鼠 十二指腹水平部に出血源と思われる

工血管の中枢側吻禽部付近をこ小動脈癖の形成を認めた.

開腹手術施行 し,人工血管跡や枢側吻合部が仮性動脈

痛を形成,十二指腸-穿適し大量下血を来たしたものと

判明 した.十二指腹壁を-山部切除,修復.大動脈縫合不

全部は再建合 し手術を終了した.

術後は順調に経過 L,現在下血は認められていない.

231エ りス ロボユチ パ 二よる術前貯lft冊

開心術時輸血節減効果

I

_
I

一
聡
史
司

純

誠

沢
:1
両

jf
申
申
香

●
●
■
●

弓
雄
太
幸
治

真
康
光
磨
昭

凍
沼
野
原
調

篠
廃
土
幸
江

外

開心術では多巌の輸血を必要とするため術後肝炎,GV-

HD などの感染症の合併 もまれではない.教室では過

信1･#l換烏 .紺Jて′摘 ∴さ来た rt_で川Hl)illこIIlthLmtこIneけ-

tllmPO量e血 行fl:PO)を成人予窪開心術症例に投与 L造

血能を高めて縮前自己血貯血の増巌をはかり,希釈式貯

血と術中回収洗浄法を轟臥左合わせて同穐血輸血節減を試

!Lた.E+;1'O 'Jr:irTiF-LH 週間 こ:200TL7kLr＼(日日廿とLノ.L=号

血 Lた8例をEPn群とL,これと年齢 8体重が match

L,rEPO をty]-ゼ ザに術前貯血を行った8例を対照

群とした.

自己血貯繭量は EPO 群で 且323±2鯛mlと†対照群

の876±174m盲に比-有意に多かった.Ht了且∴Pa)手

術鹿前/入院時比は対照群で有意に低 下していた 術中,

術後の出血量は両群で差はなかったが,無輸血完遂率は

EPO 群で 7/8,対照群で 3/8であった.同種血輸血

量は EPO 群で平均 225rI沈 対照群で平均 775mlで

あり, 1例あたり 550mlの全血が節減された.術後 7

病日での Ht,Hb了rJ)の値は両群で差はなかった.

24)腎不窯,呼吸番傘をこ対する PGE lの
使用経験

清水 武昭 書長谷川 滋
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慢性腎不全非透析例の開腹手術は,術後血清クレアチ

ニン濃度の急上昇が認められ 透析の周意なしでは不安

なものです.最近 プ ロ 晃タダラ ンヂ y Elが術中商血

4J13

r"I:･Iの治境に可能となり. 腎､二十二全患者に使用し, l'GIT.I

位ltj群.､リF使用群とて比較 し.腎Lr)保過作用に-L)L､て検

討 し上 原疾患. Ti和1､用耶こ十両群に大き左差廿無か-,

た.対象例はすべて術後血清クレアチニンの上昇をきた

したが,PGEl使用例はすべて術前の血清 クレアチニ

ン濃度は術前に比較 して予低値を示 し,腎不全症例でも,

透析施設を要せず開腹手術が可能と考えられた.腎やテ

肝臓673血流塵の増加,威革の細胞保護作用と考えが〕れた.

腎癌術後の縫合不全による腹膜炎の ARl)S0)2症例に

PGElを使用 した.PGEl使用後,P02は著明な改善

を鬼,有効であった.

結論:PGEl は腎不全, ARDS の治療に有効で,

MOF症例の治療及び予防に有欄ではないかと考えられ

た.
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管,Mo帽agni孔-ルエアと伴に胸骨擾ヘルニアと呼は

才1て いる.非常に稀な疾患であり成人で鼠-Jかる瑚 £稀

有である▲今回我々は成人の Larrey乳-ルエアを経

験 Lたので報祭する,

症例汗告げ 男性て総胆管結I浦上 二 T･術目的に､lL'l科に

入院 Lた.術前より Larrey孔ヘルニアとの診断がつ

いており,それによる自覚症状は無かつたが,総胆管結

石症uj手術と同時に後腹的に-ルエア孔U)閉鎖を行なっ

た.-ルエア内容は大網と横行結腸であった.術後呼吸

機能は0,6肺活量が46.15%から79.29%まで改善,順調

な経過をたどり退院とな-,た,

26)麿滞ヘルニアの治療経験
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我々は今までに3例の折衝ヘルニアを経験 した.症例

数は少ないが,それぞれに興味ある症例と考えられるの

で治療経過を述べ,若干の考察を加えて報告する.

離er法をこより,2週間で腹壁を閉鎖 したが,循環不全


